
北名古屋市市民協働推進事業補助金採択事業自己評価シート 

 

事業名 楽しい子育て講座               団体名   託児グループ『めばえ』             

項 目 着目点 
自己 

評価 
自己評価コメント 

公益性 

公共性 

・事業の紹介を積極的に行い、

市民に開かれた事業でしたか 
△ 周知が少し遅かった。 

・事業を実施することにより、

不特定多数の市民の利益増進

につながりましたか 

○ 感想を書いていただき好感想だった。 

・事業を通じて市民の理解や

参加、協力が得られましたか 
◎ 

公共の施設だけでなく、一般の商業施設にもポスターを貼ら

せてもらえた。 

実現性 

計画性 

・当初の事業計画、予算計画

は適切でしたか 
〇 

３日間の講座の場所を健康ドームにし託児をドーム託児にし

てもらったので会員も講座に参加できた。 

・事業を確実に実施するため

に適切な体制でしたか 
〇 講師を地域の方々に依頼した。 

先駆性 

協働性 

・新たな成果や仕組みを生み

出すなどの波及効果がありま

したか 

◎ 
講師を地域から依頼したので、身近に色々活動している方が

いる事を知ってもらえた。 

・他団体とうまく協働し、事

業を進めることができました

か 

△ 
子育て支援をしている NPO の方々のところにポスターを貼

ってもらった。 

・行政や団体が単独で行うよ

り、効果をあげることができ

ましたか 

△ 単独はむずかしい。 

継続性 

自立性 

・事業を継続するための計画、

工夫、協力体制ができていま

すか 

〇 
今までの経験を生かしながら少しづつ進歩していくようにし

たい。 

・自己資金の確保に努めてい

ますか 
〇 

団体で所有しているおもちゃ、絵本など会員からのリサイク

ル品で補っている。 

事業効果 

有効性 

・費用対効果を考え、経費削

減などの工夫をしましたか 
〇 

リーフレット、チラシ、ポスターの印刷を安くあげるように

し託児を自分たちで行った。 

・当初の目標、目的どおりの

成果が得られましたか 
○ 

「めばえ」を知ってもらえた。 

講師も市内、受講者も市民なので講座後の繋がりがあり、親

近感があった。 

自己評価：◎よくできた ○まあまあできた △あまりできなかった ×全然できなかった ―わからない 又は該当しない 


